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コーポレート・ガバナンス

　指名報酬委員会は、5名の独立社外取締役および1名の社内取締役で構成され、委員長を独立社外取締役が務めています。取締

役会の諮問委員会として、指名、報酬等の特に重要な議案の内容について審議を行い、取締役会に上程することで、 経営の透明性を

高めています。

企業価値創造に向けたリーダーシップの選定・育成とインセンティブの強化
指名報酬委員会は、株主の皆様の期待に応えるため、経営の監督者として、当社の持続
的な企業価値向上を目的とした指名・報酬に関する取組みを推進・進化させています。

　 　　 事業ポートフォリオ変革を牽引するリーダーの戦略的輩出
指名における最重要テーマは、事業ポートフォリオ変革を力強く牽引できる、次世代の

経営リーダーをいかに戦略的に育成し、見極めるかという点です。これは、当社の持続的
な企業価値向上に不可欠な経営課題です。
指名報酬委員会では、より実効性の高いサクセッションプランを推進するため、選定プ

ロセスを深化させています。例えば、候補者には、中期経営計画の見直しといった重要な
経営課題の議論に主体的に参画してもらい、プレッシャーのかかる環境下で、私たち監督
側からの厳しい指摘にも直接触れる機会を設けています。これにより、候補者自身の成長
を促すとともに、その資質を客観的に見極めています。
また、候補者のビジョンや個性を深く理解するために、公式な場だけでなく、より率直な
対話ができるカジュアルなコミュニケーションの機会も活用していきます。
こうした取組みを通じて、実効性と透明性の高いサクセッションプランを着実に実行し、
当社の変革を力強く牽引できるリーダーの育成・選定を進めていきます。

　 　　 企業価値との連動性をより一層高める報酬制度へ
報酬における最重要テーマは、役員報酬と企業価値向上の連動性を強化し、株主の皆
様との利益共有を促進することです。固定報酬の比率が高い報酬体系から、中長期的な
企業価値向上へのインセンティブがより働く報酬制度への改革を進めてきました。

2025年3月期には、変動報酬比率の拡大や中長期業績連動報酬の評価指標へのROIC

追加といった改定を行いました。この改革をさらに加速させるため、中長期的な企業価値向
上の実現を後押しする株式報酬制度の検討など、制度の見直しを継続的に進めていきます。
指名・報酬の両面から経営に変革を促し、ヤマトグループの持続的な企業価値向上に

貢献していきます。

指名

報酬

社外取締役
（指名報酬委員会委員長）

池田 潤一郎

指名報酬委員会 委員長メッセージ

役割・責務

1． 取締役、監査役および執行役員の選任・解任に関する議案を事業業績や多面観察評価に基づいて審議し、その妥当性を検証した上で、取締役
会に上程します。

2.  指名報酬委員会は、取締役および執行役員の報酬等の決定に関する方針および個人別の報酬の内容を審議し、その妥当性を検証した上で、
取締役会に上程します。

3.  代表取締役の後継者の選任にあたっては、現職の推薦を含む複数の候補者に対し、業績および人間性などの多面観察評価に基づいて指名報
酬委員会で審議し、取締役会に上程します。

指名報酬委員会の主な議案・報告事項（2025年3月期）

■指名関連
　　・取締役候補者の選任・再任の審議　・社長候補者の人材評価および人材プールの審議　・経営体制および重要人事事項の審議

■報酬関連
　　・社内取締役の役員報酬に係るミッション設定の審議　・取締役および執行役員の報酬水準検証の審議
　　・取締役の個人別報酬改定の審議　・業績連動報酬決定の審議 　・役員報酬ベンチマークの審議

グループ経営基盤の強化




